　福祉サービス第三者評価
佐賀県社会福祉士会「佐賀県福祉サービス第三者評価・調査センター」は
「第三者評価機関」として佐賀県より認証を受け、Ｈ１８年４月より事業を開始しました。
評価の目的

●　利用者の適切な福祉サービス選択に必要な情報を提供します
●　福祉サービス提供事業者の運営の安定と発展に有効となるように評価を実施します　

当センターの第三者評価の特徴
●　福祉サービス提供事業者の安定と発展をサポート
評価調査員は全員社会福祉士であり、かつ経営・管理に豊富な経験を持つ者と、福祉分野の様々な現場で実績のある者2名による公正で客観的な評価を行います。また、その結果を評価委員会において十分に検討し、さらに評価決定委員会で審議・承認し報告いたします。
●　支援体制の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
利用者の満足の向上、組織の向上を推進するための改善に有効な情報を、分かりやすく報告書としてまとめ、改善意欲の醸成、及び諸課題の共有化が促進できるよう努めていきます。

評価の視点
●　利用者本位のサービスの提供
利用者の意思と尊厳を尊重し、ひとりひとりのニーズに合った「利用者本位」のサービス提供がなされているか

●　職員の重視
職員にとって各々の能力とやる気を生かせる職場環境となっているか

職員間の指揮（リーダーシップ）と協働は機能しているか

●　円滑な運営
利用者の満足、組織力の向上に繋がる経営・組織運営は、なされているか

●　地域との連携
福祉資源として、地域に貢献し、連携を取っているか　　　　　　　など

評価の評点
· Ａ、Ｂ、Ｃの３段階(下表)

	評価
	評価基準項目

	a
	よりよい福祉サービスの水準・状態、質の向上を目指す際に目安とする状態

	b
	「a」に至らない状況、多くの施設・事業所の状態、「a」に向けた取組の余地がある状態

	c
	「ｂ」以上の取組となることを期待する状態


ただし、abc評価は「絶対的な評価」ではありません。「評価の着眼点」を基に、各評価機関がそれぞれの視点で評価付けしたものであり、評価abcの意味する内容は、必ずしも各評価機関同一であるということではありません。abcの評価付けは、あくまでも「相対的な評価」です。
（注）これによって権威付けや格付け（ランク付け）をすることが目的ではありません。第三者評価における評価付けは、あくまでも第三者評価を受けることによって事業所が自らのサービスの改善すべき点や優れている点に気づき、より一層利用者が満足できるサービスの質の向上につなげていくために行うものです。
· 評価に使用する帳票の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「共通項目」、「福祉サービス別項目」
※各項目について高齢者版・障害者版・保育所版があります。
公表について
　　　共通項目を含めたすべての評価結果が公表されます。公表は事業所の任意のため公表しない場合「公表しない」との事業所の意思が公表されます。
評価者について
評価者２名以上（「福祉分野」と「経営分野」の評価者をそれぞれ１名以上）
評価を行うのに必要な資格や経験に関する「福祉分野」と「経営分野」については佐賀県のHPにて公開されています。

当社の標準的な評価の手法と内容について

	
	内容
	備考

	①契約・ 準備
	契約及び

打ち合わせ
	●概要説明、資料の提供、見積り等の作成
	●実施日時等は施設の都合に合わせて、契約時に設定します。

	
	
	●契約内容の確認、実施内容の説明とスケジュールの確認　
	

	
	説明会及び

資料配布
	●事前説明会・職員への自己評価表の配布
	●事業所の要望により職員への説明会を実施します。

	
	
	●ご利用者・ご家族へのアンケートの配布
	●ご利用者・ご家族への周知のための必要に応じた説明資料の作成をします

	② 評 価 の 実 施
	職員による

自己評価
	●佐賀県の定めた分析シートへの記入を通じて”自己評価“を実施
	●記入者のプライバシー保護のため無記名、個別郵送にて回収します。

	
	利用者調査
	●ご利用者（必要に応じてご家族）を対象としたアンケート調査，対面聞き取り調査の実施、またコミュニケーションによる調査により、福祉サービスへの満足度，自由な意見・要望の収集


	●当センターの評価者が調査にあたりますが、必要に応じ各サービスの経験者等が補助者として同行します。

	
	
	
	●有効的な統計を出せるように聞き取り調査はより多くのご利用者にお願いし、独自の調査方法によって実施します。

	
	
	
	●聞き取り調査はご利用者の希望される場所、雰囲気を考慮して実施します。

	
	
	
	●アンケート用紙は、記入者のプライバシー保護のため無記名、個別郵送にて回収します。


	
	内容
	備考

	② 評 価 の 実 施
	経営者層の　　　事業評価　　　　　

（自己評価）
	●事業者ごとに各種分析シートへの記入を通じて”自己評価“を実施
	●職員の自己評価結果とあわせ、分析した資料の作成と提出を行ないます。

	
	訪問調査　　　　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　
	●施設見学による、ご利用者，職員の様子，施設や設備の状況，生活環境等の観察


	●当センターの評価者２名が訪問します。必要に応じ各サービスの経験者等が補助者として同行します。

	
	
	●事実情報として各書類の確認


	●事前に必要な書類をお知らせすることでスムーズな調査を行います。

	
	
	●幹部職員，経営者層への聞き取り調査実施
	●利用者，事業者調査の各結果は分析してまとめ、訪問調査時のインプット情報とします。

	③ ま と め ・ 公 表
	合議による評価結果の取りまとめ
	●事業者へ評価結果のフィードバッグの実施
	●必要に応じて評価結果説明を行い、経営者層と当社評価者で事実誤認などの確認を行ないます。

	
	
	●評価内容により、当社による事業改善に向けての提案
	●有効な着眼点を持ったコメントを提示していきます。

	
	評価結果の公表


	●報告書の確定

●機構への報告
	●評価内容については双方が納得したうえで佐賀県へ報告し、結果は佐賀県のＨＰで公表されます。


佐賀県福祉サービス評価・調査センター

